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来訪者の皆様へ

東久留米市内の畑では、サツマイモの収穫時期

なりました。

門前自治会が農業体験を委託した野島農園に

て、サツマイモのツル刈りが行われました。つ

るは畑一面に覆いかぶさり、大変重労働の仕事

です。約300坪のサツマイモ畑を5人で、2時間か

けて刈り取りました。

参加したボランティアの方に感謝致します。

このサツマイモは、自然農法で育成致しまし

た。

野島農園のほ場は、平成24年8月20日MOA自然

農法ガイドライン講習会受講後、申請し

て、MOA自然農法実施ほ場として認定されまし

た。

約15年前より自然農法に取り組んできました。

今後は、地域の特徴を生かし、土づくりに励ん

で行き、生産する野菜の種類を増やしていきた

いと思います。

サツマイモのツルが刈り取りされた畑の様子。

親子農業体験用トン汁に入れる、サツマイモを

手掘りしている様子。畝作り、サツマイモの苗

植え、草取り、ツル上げ、草取り、ツル切り等

の育成管理（約150日間）協力、ご苦労さまでし

た。

自主防災の炊き出し訓練を兼ねて、サツマイモ

をトン汁の具として使用します。甘さを増すた

めに、日にあてています。子供たちに食しても

らうために、サツマイモの甘みを、実感してい

ただきたいと思います。

サツマイモの株数を数えている様子。畝（う

ね）に沿ったサツマイモの株を、小さいもの

を、除く作業している段取り作業です。一人当

たり、2株として、約750株準備しました。予約

者約260人分です。苗1000株のち約300株は、子

供たちが植えました。

野島農園の柿の木を剪定した際に出た枝を、自

主防災炊き出し訓練の燃料として使用。災害

（地震等）で、電気、ガス、水等が使用できな

くなったとき、野島農園の垣根、果物の枝を剪

定したものを、危機管理のために、常に保存し

ています。

炊き出し訓練は、大釜を使用してトン汁を作る

ため、枝をかまどに入る大きさに切断していま

す。

家族で（親子）で農業体験、及び自主防災（炊

き出し訓練）圃場段取り参加したボランティア

の皆様と記念撮影。尚、農業体験（サツマイモ

掘り）を行う育成管理に、野島農園健康生活ふ

れあい交流会、ＭＯＡ東久留米健康生活（自然

農法）ネットワーク、自冶会役員・会員、ボラ

ンティア等約５０人（子供たちも含む）に協力

頂きました。感謝いたします。

野島農園健康生活ふれあい交流会では、

体験農園用野菜の育成管理を手伝って下さるボランティアの方を募集しています。

この体験農園は子供達の食育教育の一環として推進しています。

自然と共生する喜び、作る喜び、収穫する喜び、食べる喜びを体験して頂きたいと思います。

また、作物を収穫するまでにやることがたくさんあります。

その大変さを感じることで、より食への感謝を感じて頂きたいと思います。

毎月第4日曜日 午前8時30分〜１１時頃迄

第4日曜日以外で、参加する場合は相談の上、体験することができます。・・参加して、健康生活

始めてみませんか！
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